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【看護小規模多機能型居宅介護】 
看護小規模多機能 ケアパークこうよう 

重要事項説明書 

 

１ 看護小規模多機能 ケアパークこうようの概要 

（１）事業主体 

事業主体名  社会福祉法人 信 和 会 

代表者名  理 事 長  細越 善次郎 

所在地  東京都中央区日本橋浜町二丁目４４番４号 

 

（２）事業所の概要  

事業所の名称  看護小規模多機能 ケアパークこうよう 

事業の種類  看護小規模多機能型居宅介護 

指定事業所番号 ０２９０３００４４１ 

管理者名  小泉 裕子 

指定年月日  令和元年６月１日 

所在地  青森県八戸市江陽二丁目１番３２号 

電話番号  ０１７８（４５）１５７３ 

交通の便  本八戸駅から車で１０分 

 

 （３）事業実施地域、内容及び営業時間 

営業日 ３６５日 

営業時間 

 

 

訪問系サービス ２４時間 

通いサービス   ９：３０～１５：３０ 

宿泊サービス  １７：３０～翌９：３０ 

通常の事業の実施地域 八戸市 

登録定員 ２９名 

利用定員 通いサービス  １５名 

宿泊サービス   ８名 

 

（４）設備等の概要 

居室・設備の種類 室数 備考 

宿泊室（個室） ８室 ８．８８㎡  5 室  

９．２５㎡  1 室 

１２．００㎡  1 室 

２４．４８㎡  1 室 

居間・食堂（共同） １室 ７２．１３㎡ 

相談室 １室 ８．５５㎡ 

浴室 個浴１室 

特殊浴室１室 

個浴４．５㎡ 

特殊浴室 ２４．４㎡ 

※上記は、厚生労働省が定める基準により、指定看護小規模多機能型居宅介護事業所に必置が義務

付けられている施設・設備です。 

※営業時間について：通いサービスは営業時間を超えて提供できません。 

※送迎について：極力、ご希望のお時間に伺いますが時間指定はできません。 

※宿泊について：事前にご予約されている予定以外で当日の急な宿泊希望につきましては、１４時

までにご連絡ください。（空室がない場合はお受けできませんのでご了承ください。） 

※定員について：通い、宿泊ともに定員を超える日は、あらかじめ調整させて頂く事があります。 
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２（事業の方針） 

要介護状態となった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅において、その有す

る能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように配慮して、その療養生活を支援し、

心身の機能の維持向上に努めます。また、心身の特性を踏まえて、通いや訪問、宿泊を組み合

わせてサービスを提供することで、利用者が可能な限り住み慣れたその居宅において自立した

日常生活を営むことができるよう、利用者の様態や希望に応じて、随時訪問や宿泊を組み合わ

せて、家庭的な環境と地域住民との交流の下で、入浴、排せつ、食事等の介護その他の日常生

活上の世話及び機能訓練等に努めます。 

 

３（施設の目的） 

（１）利用者の要介護状態の軽減若しくは予防に資するよう、その目標を設定し、計画的に行うよ

う努めます。 

（２）利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めます。 

（３）利用者の所在する八戸市、居宅介護支援事業者、地域包括支援センター、保健医療サービス、

福祉サービスを提供する者及び地域住民等との連携に努めます。 

（４）看護小規模多機能型居宅介護サービスの提供の終了に際しては、利用者又はその家族に対し

て適切な指導を行うとともに、主治医への情報提供を行うものとします。 

 

４（事業者の職員体制） 

職 種 常 勤 非 常 勤 計 

管 理 者 
１名（兼務） 

 
１名 

計画作成担当者  

看 護 師 ３名  ３名 

准 看 護 師    

介 護 職 員 ７名  ７名 

事 務 職 員  １名 １名 

宿 直 者 ２名 ※  ２名 

※1 名はオンコール体制 

 

５（看護小規模多機能型居宅介護の内容） 

（１）通いサービス 

ア 日常生活の援助 

    ① 移動の介護 

    ② 養護（静養） 

    ③ その他必要な介護 

  イ 健康のチェック 

    血圧測定、利用者の全身状態の把握等 

  ウ 機能訓練 

    ① 運動機能回復訓練 

    ② 口腔機能回復訓練 

  エ 食事介助 

    ① 食事の提供 

    ② 食事の準備、後片付け 

    ③ 食事摂取の介助 

    ④ その他必要な食事の介助 

  オ 入浴介助 

    ① 入浴又は清拭 

    ② 衣服の着脱、身体の清拭、洗髪、洗身の介助 

    ③ その他必要な入浴の介助 
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  カ 排せつ介助 

    利用者の状況に応じて適切な排せつ介助を行うとともに、排せつの自立についても適切な

援助を行います。 

  キ 余暇活動 

    ① レクリエーション 

    ② グループ活動 

    ③ 行事活動 

    ④ 園芸活動 

    ⑤ 趣味活動 

    ⑥ 地域活動への参加 

  ク 送迎支援 

    利用者の希望により、利用者の自宅と事業所間の送迎を行います。 

 

（２）訪問サービス 

  ア 介護サービス 

    ① 入浴、排せつ、食事、清拭、体位変換等の身体の介護 

    ② 調理、住居の掃除、生活必需品の買い物等の生活援助 

    ③ 安否確認、見守り 

  イ 看護サービス 

    ① 病状・障害の観察 

    ② 清拭・洗髪等による清潔の保持 

    ③ 食事及び排せつ等日常生活の世話 

    ④ 床ずれの予防・処置 

    ⑤ リハビリテーション 

    ⑥ ターミナルケア 

    ⑦ 認知症患者の看護 

    ⑧ 療養生活や介護方法の指導 

    ⑨ カテーテル等の管理 

    ⑩ その他医師の指示による医療処置 

 

（３）宿泊サービス 

    利用者を事業所に宿泊させ、入浴、排せつ、食事等の介護その他の日常生活上の世話を行

います。 

 

（４）相談、援助等 

    ① 日常生活に関する相談、助言 

    ② 利用者の家族に対する相談、助言 

    ③ 福祉用具の利用方法の相談、助言 

    ④ 住宅改修に関する情報の提供 

    ⑤ 医療系サービスの利用についての相談、助言 

    ⑥ 日常生活を営む上で必要な行政機関に対する手続き 

    ⑦ 家族や地域との交流支援 

    ⑧ その他必要な相談、助言 

 

６（サービス利用料金） 

（１）当事業所の利用料は、別紙１の【看護小規模多機能 ケアパークこうよう 利用料金表】

のとおりです。 

（２）サービスの提供に当たっては、あらかじめ利用者またはその家族に対して、サービスの内

容・費用を記した文書を交付して説明し、同意を得ます。 
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７（緊急時等における対応方法） 

サービスの提供中に病状の急変が生じた場合その他必要な場合は、速やかに協力医等と連絡を

取る等必要な処置や援助を行います。 

 

８（サービスに関する苦情・処理体制） 

（１）事業者入所相談、苦情担当 

 

      電 話 番 号  ０１７８－４５－１５７３ 

      苦情解決担当者    小泉 裕子 

       苦情受付担当者    北川 田佳子 

 

（２） 苦情処理体制 

 

利用者 ⇒ ⇒ ⇒ 苦情受付担当者 

 ↓ 

苦情解決責任者 ⇒ ⇒ ⇒ 苦情解決委員会 

 ↓ 

苦情解決第三者委員 

 ↓ 

苦情内容及びその解決方法を掲示板に掲載 ⇒ ⇒ ⇒ 利用者 

 

  （３）高齢者虐待防止について 

事業所は、利用者の人権の擁護・虐待防止のため、次の措置を講じます。 

① 虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その結果につい

て従業者に周知徹底を図ります。 

② 虐待防止のための指針を整備します。 

③ 従業者に対し、虐待防止のための研修を定期的に実施します。 

④ 上記措置を適切に実施するための担当者を置きます。 

⑤ 利用者とその家族、従業者からの相談窓口を置き、それを周知します。 

⑥ 事業所はサービス提供中に当該時証書従業者または擁護者による虐待を受けたと思わ

れる利用者を発見した場合は速やかに市町村に通報します。  

  

（４）その他 

当事業所以外に、お住まいの市町村及び青森県国民健康保険団体連合会の相談、苦情窓口等

に苦情を伝えることができます。 

一 八戸市介護保険課 

ＴＥＬ ０１７８－４３－９２９２（直通） 

二 青森県国民健康保険団体連合会（苦情処理委員会） 

ＴＥＬ ０１７－７２３－１３３６ 

 

９（看護体制） 

  利用者の重度化等に伴う医療ニーズの増大等に対応するため、夜間はオンコール体制にて

２４時間連絡体制を確保し、緊急時に対応をします。 

 

１０（協力病院等） 

 

①於本病院       八戸市大工町１０ 
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                 ＴＥＬ ０１７８－４３－４６４７ 

 

    ②スマイル歯科医院   八戸市南類家１－１２－４ 

                 ＴＥＬ ０１７８－２４－６０００ 
 

１１（事故発生時の対応） 

（１）サービスの提供により事故が発生した場合には、速やかに市町村、家族等に連絡を行うと

ともに、必要な措置を講じます。 

（２）サービス提供により賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を速やかに行います。た

だし、施設の責に帰すべからざる事由による場合は、この限りではないものとします。 

 

１２（地域との連携等） 

(１) 運営に当たっては、地域住民との連携、協力を行うなど地域との交流に努めます。 

また、サービスの提供に当たっては、利用者、利用者の家族、地域住民の代表者、行政・地

域包括支援センターの職員等により構成される運営推進会議を設置し、概ね２月に１回以上、

看護小規模多機能型居宅介護のサービスの提供状況等を報告し、運営推進会議の評価を受け

ます。 

(２) 事業所は、（１）の評価、要望、助言等についての記録を作成し、当該記録を公表します。 

 

１３（非常災害対策） 

防火責任者の指導により全職員が対応致します。 

（１）非常災害に備えて必要な設備を設け、消防計画及び地震、風水害に対処する防災・避難計

画を作成し、対策の万全を期します。 

（２）非常災害に備え、少なくとも１年に２回は避難、救出その他必要な訓練等を行います。 

 

１４（業務継続計画の策定等） 

 （１）感染症に係る業務継続計画及び災害に係る業務継続計画を作成します。 

 （２）感染症及び災害に係る研修を定期的(年 1 回以上)に行います。 

（３）感染症や災害が発生した場合において迅速に行動できるよう、訓練を実施します。 

 （４）定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。 

 

１５（身体拘束等について） 

事業所は原則として利用者に対して身体的拘束を行いません。ただし、自傷他害等のおそれ

がある場合など、利用者本人または他人の生命・身体に対して危険が及ぶことが考えられる

ときは、利用者に対して同意を得た上で次に掲げることに留意して必要最小限の範囲内で行

うことがあります。その場合は、身体的拘束を行った日時、理由及び様態等についての記録

を行います。また事業者として、身体的拘束をなくしていくための取り組みを積極的に行い

ます。 

  

(1) 切迫性……直ちに身体的拘束を行わなければ、利用者本人または他人の生命・身体に危

険が及ぶことが考えられる場合に限ります。 

 (2) 非代替性…身体的拘束以外に、利用者または他人の生命・身体に対して危険が及ぶこと

を防止することができない場合に限ります。 

 (3) 一時性……利用者本人または他人の生命・身体に対して危険が及ぶことがなくなった場      

合は、直ちに身体拘束を解きます。 
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ご利用に当たり、利用者に対して本書面に基づいて重要な事項を説明しました。 

 

事業者 

  ＜事業者名＞ 社会福祉法人 信和会 

         看護小規模多機能 ケアパークこうよう 

  ＜住  所＞ 青森県八戸市江陽二丁目１番３２号 

 

  ＜説 明 者＞  

           氏 名              

 

 

 

私は、本書面により、事業者から看護小規模多機能型居宅介護の利用について重要事項

説明を受けました。 

 

 令和   年  月  日 

 

利用者 
  ＜住  所＞ 
 
  ＜氏  名＞                 

 
※代筆の場合の理由 
□ペンを持つことができない □認知症のため  
□その他（               ） 
 

 

代理人 
  ＜住  所＞ 
 
  ＜氏  名＞                 
 

＜続  柄＞ 


